
心の栄養剤No.221『最後に聴きたい歌、ありますか？』
　シンガーソングライターの弓削田健介さんの歌を最初に聴いたの
は、『あなたにありがとう』という歌だった。衝撃を受けた。３０年
ほど前、「オフコース」の小田和正さんの歌声を聴いた、あの時以来
の感動だったような気がする。 
　「今のこの時代に、こんな優しい歌を作る人がいるんだ」と思っ
た。 

　弓削田さんは末期がんの患者さんが闘病生活を送るホスピスで定期
的にボランティアをしている。患者さんに「あなたの思い出の曲は何
ですか？」と聞いて、患者さんの好きなその曲を、ピアノ弾き語りで
歌ってあげるのだ。 
　きっかけは大学3年のとき。ホスピスで開催された小さな演奏会に
訪れる機会があった。「弓削田さんも何か一曲！」と頼まれ、患者さ
んからのリクエスト曲を歌った。リクエストした人がその歌を聴いて
涙を流していた。 

　弓削田さんは、音楽にはとてつもない力があると実感した。小学校
の教師を目指していたが、その日から、弓削田さんの乗った「船」は
進路を変え始めた。 

　大学院卒業後、弓削田さんは教師への道から外れて、大好きな音楽
の道を歩み始めた。 
　ある日、ホスピスコンサートに行くと、そこにかつてジャズボーカ
リストとして活躍していた男性がいた。よく知っている人だった。
「まさかこんなとこで再会するなんて…」、弓削田さん、ショックを
受けた。 
　男性は弓削田さんに、「人生って何だと思う？」と聞いた。まだ若
い弓削田さん、「さぁ、僕にはまだ分かりません」



　「人生は夏休み」なんか身に沁みます。 
　私も10年程前、弓削田さんの歌声に感動して、くすりのキュートで
もコンサートを開催させていただき、多くのお客様に喜んでいただいた
事を思い出します。 

　『ビックニュース』で～す！！ 
4月14日の ”第３回バイオリンク・虹フェス”では、 
弓削田さん＆小学生コーラス部のコンサートも企画されています！！ 
是非、楽しみにしておいて下さい！！ 

※虹フェスについて詳しくは店頭にてお尋ね・ご確認
下さい!  
　　　 
　　　　　　　　くすりのキュート　倉光　浩城 
※ご相談がございましたら、いつでもお電話くださいませ☺  

     　　　　　　 TEL（090-8357-2904）

　彼はこう言った。「人生って、夏休みみたいなもんだったよ」「ど
ういうことですか？」「夏休みみたいにあっという間に過ぎたよ。宿
題とか嫌なこともあったけど、夏休みの最後の日には楽しい思い出が
たくさんできた。今俺はお金も名誉も何にも要らなくなった。今の俺
を助けてくれるのは友だちとの思い出だけ。弓削ちゃん、友だちとの
思い出を大事にして生きていけよ」 
　 
　「日本の歌は格好悪い」と言って、いつも英語のジャズばかり歌っ
ていた彼が、弓削田さんにリクエストした曲は『翼をください』だっ
た。 
　「今、富とか名誉ならば要らないけど、翼が欲しい」と弓削田さん
は歌った。 

　人生最後に聴きたい歌、あなたは何をリクエストしますか？


